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「‾移 動 と 交 流 」 に 着 目 し た 世 界 史 授 業 開 発
一 近代史単元「‾一体化する世界」の場合 一
Development  of World History Curriculum Focusing on “Movement  and Ｅχchange”:



































































































































































































Ａ-2　16 世紀のアジアは域内交易で繁栄しており，西ヨーロッパ諸国 はアジア交易 に参入するにと
どまった。
Ａ-3　16 世紀の世界を結び付けていたものは，銀と香辛料であった。






















・ 各地域 間の海域を 結ぶ通 商路が開拓 され， ヨ ーロ ッパ 諸国を 「中核」
ラテ ンアメ リカや東 ヨーロッパを「周辺」とした国際分業 体制 の成立。
・アジア商業圏 の繁栄 とヨーロッパの参入。
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lO 人 ： ア フ
｜　
北 ア
lO 貨 幣 ： 銀
主 要 な 教 材 ●-一一一一一一一一¬
砂 糖 ・ コ ー ヒ ー ・ タ バ コ り
ラ コ　　　　　　　　　　　 １
リカ 黒 人 奴 隷　　　　　　　 １




「 一一一一一一一一’主 要 な 教 材 ●一一一一--- 一一¬
| ○ 物 ：茶 ・ 砂糖 ・ コ ー ヒ ー ・ ア ヘ ン ・　｜
ｌ　　　 綿製 品 ・ 綿 花　　　　　　　　 ｌ
旧 人 ：ア メ リカ へ の移 民　　　　　　 ｜|○
｜　　　 アジア系 労働者






・17世紀 に一 時， 世界 システムが収縮。
・重 商主義 による ヨーロ ッパ の 厂中核」 諸国 の争 い。 17世紀 にオラ ンダ
がヘゲ モニ ー掌握。 17世紀 後半以降， イ ギリスが環大 西洋規模 で の世
界市 場を形 成し， ラテ ンアメ リカとアフリカが従属化。
・18世 紀後半， 世界 システ ムが アジアの大半やロ シア にも拡大。
－｡ … … … ‥
圄
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オランダ人の図 汗
・イギ リスはフランスに勝利 して， 工9世紀中頃 ヘゲモニーを掌 握。
・蒸気 船や蒸気 機関車 の普及 により大量生 産さ れた工 業製品 の輸送 や地
球規模で の移民 が可能 となり， 世界 システ ムが地 球全体を覆い 尽くす。
・19世紀末 にド イツとアメ リカが「中核」ｲﾋ。
遐亘加 ）
TTTI 近代世界 シス　 匚 コ 近代世 界シ スｆ ム　 匚 コ 近代 世界 シスラ ムが　　 口













































































































































































































































③授業モデルの展開 【第18 時 】













































































































































































※ は生徒 のワ ークシートを 使用する。資料⑤～⑩ は，生 徒のワーク シート に記載がな い場 合の補助資料とす る。
－69 －
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